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化学の
特許はおまかせ！
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「ものづくり」をその基本精神に置く化学系の研究を
行っていると，開発した新しい技術を世の中に広めて
いくうえで論文公開のほかに「特許の出願」を行う機会
もあるのでは？ 知ってて損はさせない特許について
のアレコレを，生涯一ケミストを自認する中務先生が
イチからやさしく教えていきます！

画期的な発明を特許出願し，手間とお金をかけてようやく
取得した特許権．これで発明を独占実施して利益を独り占め
できると思っていたところ，ライバルメーカーが類似品を発
売しました．「真似しやがって．訴えてやる！」ということに
なりそうですが，裁判所に訴える前に検討すべきことがたく
さんあります．今回は，第三者の侵害行為に対処する方法に
ついて説明します．

特許権の効力
① 独占実施権
特許法第 68条には，「特許権者は，業として特許発明の

実施をする権利を専有する」と規定されています．したがっ
て特許権者は，自ら独占排他的に事業を行うことにより利益
を得ることができます．また，前回の本連載で説明したよう
に，他者にライセンスすることによって利益を得ることもで
きます．では勝手に特許発明を実施している第三者に対して，
特許権者は具体的に何ができるのでしょうか．特許権者に与
えられる権利はいろいろありますが，代表的なものが，差止
請求権と損害賠償請求権です．特許権者は，これらの権利を
行使することによって，第三者の違法行為に対抗するのです．

② 差止請求権
特許法には差止請求権（特許法第 100条第 1項）が規定さ

れています．これにより，特許権者は第三者の侵害行為を止
めさせることができます．一旦開始した事業を停止しなけれ
ばならなくなるのは，事業者にとってたいへんなことですか
ら，この差止請求権が，特許権者に特別に与えられた最も強
い権利だということができるでしょう．

③ 損害賠償請求権
一方，損害賠償請求権は，特許法に限られない一般的な権

利です．民法第 709条には「故意又は過失によって他人の権
利又は法律上保護される利益を侵害した者は，これによって

「特許法」
第 68条（特許権の効力）
　�特許権者は、業として特許発明の実施をする権利
を専有する。（以降略）

第 100 条第 1項（差止請求権）
　�特許権者又は専用実施権者は、自己の特許権又は
専用実施権を侵害する者又は侵害するおそれがあ
る者に対し、その侵害の停止又は予防を請求する
ことができる。

第 102 条第 3項（損害の額）
　�特許権者又は専用実施権者は、故意又は過失によ
り自己の特許権又は専用実施権を侵害した者に対
し、その特許発明の実施に対し受けるべき金銭の
額に相当する額の金銭を、自己が受けた損害の額
としてその賠償を請求することができる。

第 103 条（過失の推定）
　�他人の特許権又は専用実施権を侵害した者は、そ
の侵害の行為について過失があったものと推定す
る。

「民 法 」
第 709 条（不法行為による損害賠償）
　�故意又は過失によって他人の権利又は法律上保護
される利益を侵害した者は、これによって生じた
損害を賠償する責任を負う。

中務茂樹中務茂樹
特許業務法人せとうち国際特許事務所特許業務法人せとうち国際特許事務所
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生じた損害を賠償する責任を負う」と規定されています．他
人の権利を侵害して損害を与えた人には賠償責任があるとい
うことです．のび太が投げたボールで近所の家の窓ガラスが
割れたら，それを弁償しなければならない，というわかりや
すい話です．
ただ，損害賠償を請求するためには必要な条件がいくつか
あります．その一つが，侵害者の「故意又は過失」を立証しな
ければならないということです．他人の侵害行為の故意や過
失を立証するのは通常とても困難ですが，特許法 103条で
は侵害者の過失を推定してくれていますので，特許権者は何
も立証する必要がありません．また，損害賠償請求というか
らには「損害が発生」していなければなりませんが，特許権を
もっているだけで事業を実施していない特許権者は，実際の
ところ何も損害が発生していないともいえる状況です．それ
でも特許法第 102条第 3項では，ライセンス料に相当する
金額を損害額として賠償請求できると規定しています．これ
以外にも損害額の算定に関しては多くの規定があり，特許法
は特許権者が損害賠償を請求しやすいようにあれこれと手を
打ってくれているのです．

訴訟を起こす前にやるべきこと
特許権侵害訴訟の提起に至るまでの流れを図 1に示しま
す．ライバル会社の類似品を見つけたらすぐ訴える，という
ようなものではありません．十分に検討してから相手方にコ
ンタクトし，どうしても折り合えなかったらやむをえず訴訟
を検討する，という感じになると思います．以下，具体的に
説明します．

❶ 事実確認と分析
相手方の問題行為を見つけたら，まずは事実確認をします．

たとえば物の発明であれば，製品の現物を入手して詳細に分
析し，製品の構成を確認します．構成を確認できなければ，
次項で説明する権利範囲への属否の判断ができません．また，
販売価格や販売数量についても可能な範囲で確認します．損
害賠償額をある程度見積もっておかないと，争う価値が明確
にならないからです．

❷ 権利範囲への属否の判断
そして，相手方の実施行為が特定できたら，その行為が自

分の保有している特許権の特許請求の範囲に含まれるかどう
かを検討します．特許請求の範囲については，本連載の第 

9～ 11回（2019年 9～ 11月号）で説明しましたが，相手方
の実施行為と逐一対比しながら，ていねいに検討する必要が
あります．

❸ 特許権の有効性の判断
特許権がすでに設定登録されていても，不適切な審査に

よって誤って特許されていた，というような場合には，無効
審判によって特許が無効にされるおそれがあります．相手方
に警告したために特許を無効にされたのでは本末転倒ですか
ら，すでに登録されている特許の審査の妥当性について検討
しておくのが望ましいです．特許庁での審査経過を確認した
り，対応する外国出願がある場合にはその審査状況を確認し
たり，追加の先行技術調査をしたりして，本当に有効な特許
であることを確認してから，次項で説明する警告作業に着手
するのがよいでしょう．

❹ 警　告
相手方の実施行為が権利範囲に属することを確認し，特許

の有効性も確認してから，相手方に警告します．警告するに
際しては，あらかじめその後の展開を予測しておくのがよい
でしょう．折り合いがつかなかったときに訴訟を提起するの
か，依頼されればライセンスを許諾してもよいのかなど，方
針を定めておいてから警告するのがよいでしょう．
警告の仕方はケース・バイ・ケースです．訴訟が前提なら

ば，弁護士を代理人として内容証明郵便を社長宛てに送るの
がよいでしょうし，ライセンス可能なのであれば相手方の担
当部署に直接連絡を取ってもよいと思います．最終的な「落
としどころ」を見据えて作業することが重要です．図 1　特許権侵害訴訟提起までの流れ
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る点があります．以下，具体的に説明します．

1 提　訴
特許権侵害訴訟は，東京地方裁判所と大阪地方裁判所が管

轄しますので，そのいずれかに訴訟を提起しなければなりま
せん．両地裁には知的財産権専門部があり，技術専門家であ
る調査官が配置されていて，裁判官を技術的にサポートする
体制が整っています．
訴状では，自らの特許権を特定し，相手方の行為を特定し，

相手方の行為が特許権を侵害することを主張立証したうえで，
差止請求や損害賠償請求などをします．

2 侵害論と損害論
実際の審理では，通常，最初の 1回と，弁論を終結して
判決を言い渡すときの 2回だけ法廷で口頭弁論が開催され

❺ 交　渉
警告後は，両者間で交渉することになります．弁護士など
の代理人を介して内容証明郵便を往復させるような交渉も
あれば，直接話をする場合もあるでしょう．どちらにして
も，両者で合意できれば和解ということになります．一方で
合意できなければ，訴訟へと駒を進めることもあるでしょう
し，保留することもあるでしょう．訴訟には費用も労力もか
かるので当面判断を保留する，というような選択肢もありう
ると思います．いずれにせよ，このようなプロセスを経て実
際に訴訟にまでたどり着くケースはとても少ないのが現状で
す（コラム参照）．

特許権侵害訴訟の特徴
訴訟手続の流れを図 2に示します．特許権侵害訴訟は第
一審として地方裁判所に訴えますが，一般の訴訟と少々異な

特許権侵害訴訟の実態

さて，特許権侵害訴訟の実態はどうなっているのでしょう．こ

こにあるグラフは，知的財産高等裁判所がホームページに掲載し

ている円グラフに，私が赤で丸印を追記したものです．

まず，件数を見てください．平成26 年から令和元年までの6

年間に決着した特許権侵害訴訟の総件数はわずか532 件です．つ

まり，日本中で年間90 件ほどしか侵害訴訟は提起されていない

のです．私も弁理士になって20 年以上になりますが，特許権侵

害訴訟の代理人になったことは1回しかありません．だからといっ

て，当事者間での特許に関する揉めごとがそんなに少ないわけは

ないので，警告後の交渉で合意しているか，合意できなかったけ

れども訴訟提起を保留している案件がほとんどだと思います．ま

ずは，この状況をご理解ください．

次に，その内訳を見てみましょう．判決に至った案件のうち，

認容（訴えが認められた）が106 件で，棄却（訴えが認められな

かった）が232件ですから，なんと，特許権者は31％しか勝てて

いないのです．これでは，「勝てないんだから訴えてもしょうがな

い」，「特許なんて取っても仕方ない」となってしまいそうですが，

そうではありません．

円グラフには，判決ではなく，和解で決着した案件が167 件含

まれています．このうち，差止給付条項または金銭給付条項が付

され，実質的に特許権者の主張が認められて和解した案件は8割

近くにもなります．図中の赤丸印が実質的に特許権者の主張が認

められた案件なので，半分近くの案件で特許権者の主張が認めら

れたといえます．ただ，和解を加えても勝率が半分に満たないの

ですから，訴訟を提起するのを躊躇するのも理解できます．

コ ラ ム

特許権の権利行使をしやすくするために，近年，侵害行為を把

握しやすくする法改正や，損害賠償を請求しやすくする法改正が

次つぎと行われていますので，少しずつ改善されているようです．

一方でアメリカのように，訴訟件数が多く，故意の侵害者には懲

罰的賠償として損害額の3倍の金額を請求できるような国もあり

ます．もし，日本にもそのような懲罰的賠償制度が導入されるよ

うなことになれば，「侵害されたら取り返す．3倍返しだ！」と半沢

直樹さんが叫ぶことになるのでしょうね．

特許権侵害訴訟の実態
知的財産高等裁判所ホームページ（https://www.ip.courts.go.jp/vc-files/
ip/2020/2019_sintoukei_h26-r1.pdf），「特許権の侵害に関する訴訟にお
ける統計（東京地裁・大阪地裁，平成 26～令和元年）」に○を加筆．

差止給付条項・
金銭給付条項
なし7％（36件）○金銭給付条項のみ

あり 12％（63件）

○差止給付条項のみ
あり 2％（13件）

○差止給付条項・
金銭給付条項
あり 10％（55件）

○債務不存在確認棄却
0.2％（1件）

債務不存在確認
 認容 2％（13件）

却下
2％（13件）

○認容
20％（106件）

棄却
44％

（232件）

判決

和解
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4 費用と労力
知財訴訟にはお金がかかります．訴額が大きければ印紙代

もバカになりませんが，多くの場合，弁護士や弁理士の費用
が結構な額になってしまいます．したがって，訴訟に勝つ見
込みと勝って得られる経済的利益が，訴訟費用を上回ってい
なければ，訴訟する価値が低いといえます．
また，費用のほうが目立ちますが，実は労力もかかります．

代理人の弁護士や弁理士に丸投げすればよいわけではなく，
知財部スタッフ，技術者など多数の優秀な人員が駆りだされ
ることも多く，そのために本来の業務が滞る恐れもあります．
したがって，訴訟まではやらないと割り切って警告作業な

どを進めるのも，合理的な考え方だといえます．

　

自分の会社の特許製品の類似品がでてきたときなどには，
ていねいな状況分析をすることが肝要です．そして，仮に有
効な権利を相手方が侵害していることが明らかになったとし
ても，どのように警告するのか，交渉が不調に終わったとき
にどうするのか，十分に検討してから行動にでるのがよいで
しょう．「急いては事を仕損じる」です．

ます．実質的な審理は，会議室で何回も開催される弁論準備
手続のなかで進行しますので，普通の打合せに参加している
ような感じです．特許権侵害訴訟では，まず侵害の有無につ
いて審理したうえで，裁判官が「非侵害」との心証を得た場合
には，口頭弁論において弁論を終結して判決が言い渡されま
す．一方，裁判官が「侵害」との心証を得た場合には，その心
証を当事者に開示したうえで損害額の審理に進みます．こ
のように，侵害論と損害論の 2段階で審理を進めることが，
特許権侵害訴訟の大きな特徴です．

3 不服申し立てと和解
地裁の判決に不服があれば，知的財産高等裁判所に控訴す
ることができます．さらに，高裁の判決に不服があれば最高
裁判所に上告することもできます．このように，地裁での裁
判に勝ってもそれを相手方が受け入れなければ，高裁に場所
を変えて裁判は続くことになってしまいますし，最高裁に上
告されることもあります．
そのように争いが長く続くことは好ましくないので，「裁
判上の和解」で決着することも多いです（コラム参照）．裁判
手続のなかで和解調書が作成された場合には，その和解調書
は，確定判決と同じ効力をもっていますので，争いは完全に
終結します．
そもそも，特許権侵害訴訟で侵害であるか非侵害であるか
は，多くの場合解釈の相違であって，どちらの主張もそれな
りに論理的であるような場合が多いものです．そうであれば，
必ずしも完全勝利しなくてもよく，裁判官の和解勧告に従っ
て中間的な成果を得るのも合理的といえます．

次 回  NEXT
第三者の特許への対抗手段
今回は，勝手に特許発明を実施している第三者を特許権者
が攻撃する話でした．でも，実際のビジネスでは逆に攻め
られることもしばしばあります．次回は，第三者の特許に
よって攻められたときの対処方法について説明します．攻
めも大事ですが，守りはもっと大事です．

図 2　訴訟手続の流れ

地方裁判所へ提訴 

侵害論の審理 

判決 

和解 

和解 知的財産高等裁判所 

最高裁判所 

損害論の審理 

判決 

非侵害の心証 
侵害の心証  

和解 

控訴 

控訴 

上告 


